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令
和
五
年
も
、
残
り
ひ
と
月
を
、
切
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
街
中
で
は
マ
ス
ク
姿
も

ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

十
一
月
の
季
語
に
も
な
っ
て
い
ま
す
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
人

混
み
の
中
で
は
、
ま
だ
ま
だ
マ
ス
ク
が
必
要

の
よ
う
で
す
。 

日
に
日
に
寒
さ
が
増
す
に
つ
れ
て
、
屋

外
で
の
就
業
の
機
会
も
少
な
く
な
り
、
運

動
不
足
に
も
な
っ
て
き
ま
す
。
今
年
も
暖

冬
の
様
相
で
す
が
、
会
員
同
士
声
か
け
あ

っ
て
体
を
動
か
す
機
会
を
増
や
し
ま
せ
ん

か
。 さ

て
、
令
和
五
年
十
一
月
二
十
二
日

㈬
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
理
事
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
数
に
基
づ
く
会
の

成
立
、
開
会
が
宣
言
さ
れ
、
赤
堀
会
長
の

あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
次
第
に
基
づ
い
て
各

議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
次
の
理
事
会
の
項
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。 

     

     

十
一
月
二
十
二
日
㈬
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
、
岩
倉
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
三

階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室
に
お
い
て
定
例

の
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
議
案
審
議
】 

㈠
令
和
六
年
度
配
分
金
見
積
基
準 

岩
倉
市
か
ら
公
共
受
注
に
関
す
る
令

和
六
年
度
配
分
金
見
積
基
準
の
合
意
を

得
た
た
め
、
民
間
受
注
を
含
め
た
配
分
金

見
積
基
準
を
改
定
し
ま
す
。
今
年
度
の

配
分
金
見
積
基
準
は
据
え
置
い
た
た
め
、

令
和
六
年
度
は
全
体
的
に
三
十
円
～
五

十
円
増
額
改
定
し
ま
す
。 

【
報
告
事
項
】 

㈠
会
員
の
入
退
会
状
況 

十
月
末
の
会
員
数
は
表
の
と
お
り
で
す
。

九
月
と
十
月
の
入
会
者
数
は
、
男
性
五

人
、
女
性
一
人
の
計
六
人
。
退
会
者
数
は

男
性
一
人
で
、
差
し
引
き
五
人
増
と
な
り

ま
し
た
。
四
月
か
ら
の
累
計
で
は
六
人
増

と

な

っ
て
い
ま

す
。 入

会
者
は
、
六

十

歳

代

が

四

人
、
七
十
歳
代

が
二
人
で
す
。
退

会
者
の
退
会
理

由

は
、
加

齢

で

す
。 

 

㈡
事
業
運
営
状
況 

十
月
ま
で
の
実
績
は
、
前
回
同
様
、
一

般
家
庭
、
公
共
は
減
少
し
、
事
業
所
は
増

加
し
て
い
る
状
況
で
す
。
今
年
度
は
、
公

共
の
う
ち
一
部
、
発
注
者
が
市
か
ら
指
定

管
理
者
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
事
業

所
実
績
が
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
対
応

会
員
の
減
少
に
よ
る
除
草
作
業
の
業
務

量
の
減
少
も
あ
り
、
全
体
的
に
は
、
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
配
分
金
の
予
算
計
上
額
に
対
す

る
執
行
率
は
約
五
十
八
％
で
、
こ
の
ま
ま

推
移
し
て
い
け
ば
五
％
程
減
額
と
な
る
見

込
み
で
す
。 

 

㈢
職
務
執
行
状
況
報
告 

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
、
会
長
、
副
会

長
、
常
務
理
事
の
職
務
の
執
行
状
況
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
重
要
案
件
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

㈣
安
全
委
員
会
報
告 

十
月
二
十
日
㈮
に
開
催
し
た
安
全
委

員
会
に
お
い
て
安
全
標
語
の
選
考
会
を
行

い
、
表
彰
作
品
が
選
考
さ
れ
、
十
二
月
十

一
日
㈪
に
発
表
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。 

【

そ

の

他

】 

令
和
六
年
度
の
総
会
開
催
日
は
、
令

和
六
年
六
月
十
九
日
㈬
を
予
定
し
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

    

会
員
広
報 

十
一
月
理
事
会 

計 男 女

４月当初 296 172 124

10月 末 302 180 122

増 減 6 8 △2

会員数
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十
月
二
十
日
㈮
に
シ
ル
バ
ー
の
日
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

今
年
は
、
四
年
ぶ
り
に
従
来
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
か
ら
岩
倉
駅
西
ロ
ー
タ
リ

ー
間
の
歩
道
の
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。 

 

  

安
全
標
語 

理
事
会
報
告
に
も
記
載
し
ま
し
た
よ

う
に
、
十
月
二
十
日
㈮
に
安
全
委
員
会

を
開
催
し
、
令
和
五
年
度
の
安
全
標
語
の

選
考
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
十
二
月
十
一
日
㈪
に
安
全
標

語
が
公
表
さ
れ
、
表
彰
式
を
行
い
、
代
表

し
て
長
戸
さ
ん
に
賞
状
と
記
念
品
を
お

渡
し
し
ま
し
た
。 

  

 

表
彰
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 ◆
最
優
秀 

 

「
こ
れ
ぐ
ら
い
と 

思
う
気
持
ち
が 

事
故
を
生
む
」 

長
戸
康
雄 

◆
優
秀 

「
も
し
も
の
時 

か
ぶ
っ
て
安
心 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
」 

川
野
助
男 

「
人
に
頼
ら
ず 

自
分
の
力
で 

安
全
確
認
を
！
」 

宮
川
治 

◆
佳
作 

 

「
忘
れ
る
な 

基
本
動
作
と 

安
全
確
認
」 

中
世
古
將 

「
ち
ょ
っ
と
待
て
！ 

急
ぐ
そ
の
手
で 

先
ず
安
全
確
認
」 

横
井
康
仁 

「
〝
お
か
し
い
ぞ
〟 

行
動
前
に 

深
呼
吸
」 

浅
田
隆
一 

  

 

①
自
転
車
整
理 

時
間 

㈪
～
㈮ 

祝
日
を
除
く 

午
前
七
時
～
九
時 

場
所 

岩
倉
駅
周
辺 

②
配
膳
・
ト
イ
レ
清
掃 

時
間 

午
前
七
時
～
九
時
三
〇
分 

午
後
五
時
～
七
時
三
〇
分 

場
所 

一
期
一
会
福
祉
会 

(

北
島
町) 

③
ト
イ
レ
清
掃 

時
間 

週
一
～
二
回 

月
七
時
間
程
度 

場
所 

郷
内
公
園 

(

大
地
新
町) 

④
屋
外
清
掃 

時
間 

週
一
～
二
回 

月
二
十
時
間
程
度 

場
所 

郷
内
公
園 

(

大
地
新
町) 

⑤
屋
外
清
掃 

時
間 

㈪
・
㈭ 

午
前
八
時
三
〇
分 

～
十
一
時
三
〇
分 

場
所 

プ
リ
ン
ス
ハ
イ
ツ
弐
番
館 

(

大
地
町) 

⑥
屋
外
清
掃 

時
間 

週
一
回 

三
時
間 

場
所 

マ
ン
シ
ョ
ン (

西
市
町) 

そ
の
他
の
お
知
ら
せ 

シ
ル
バ
ー
の
日
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動 
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⑦
屋
内
清
掃 

時
間 
㈪
～
㈮ 

企
業
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る 

午
前
八
時
三
〇
分
～
正
午 

場
所 

日
本
パ
リ
ソ
ン
㈱(

川
井
町
・
石
塚

硝
子
敷
地
内
） 

⑧
屋
内
清
掃 

時
間 

㈪
～
㈮ 

祝
日
を
除
く 

午
前
八
時
三
〇
分
～
十
時
三
〇
分 

及
び 

午
前
八
時
三
〇
分
～
正
午 

そ
れ
ぞ
れ
一
人 

場
所 

㈱
ゲ
オ
（
八
剱
町
） 

⑨
屋
内
清
掃 

時
間 

週
一
回 

一
時
間 

場
所 

家
庭
内
清
掃 

(

大
山
寺
町
） 

⑩
屋
内
清
掃 

時
間 

㈪
・
㈭ 

午
後
一
時
～
三
時 

場
所 

Ｎ
Ｘ
商
事
㈱ 

(

大
地
町) 

⑪
屋
内
清
掃 

時
間 

㈬ 

午
前
九
時
～
十
一
時 

場
所 

㈲
東
信
建
設 

(

大
地
町) 

⑫
日
曜
資
源
回
収
受
付
業
務 

時
間 

第
二
・
四
㈰ 

午
前
八
時
三
〇
分

～
午
後
十
二
時
三
〇
分 

場
所 

防
災
公
園
会
場 

(

川
井
町
） 

⑬
分
別
収
集
指
導
補
助 

時
間 

第
四
㈫ 

午
前
六
時 

～
午
前
八
時
三
〇
分 

場
所 

本
町
門
前
区 

⑭
加
工
品
測
定 

時
間 
㈪
・
㈫
・
㈭
・
㈮ 

午
前
九
時
～
午
後
三
時 

場
所 

㈱
シ
ー
エ
イ
チ
砥
石 

(

八
剱
町) 

⑮
派
遣(

カ
ー
ト
整
理)

 

時
間 

毎
日 

午
前
九
時
～
午
後
九
時 

(

就
業
時
間 

二･

五
時
間) 

場
所 

ア
ピ
タ
パ
ワ
ー
岩
倉
店 

※
全
業
務
と
も
同
じ
業
務
を
複
数
の
会

員
が
日
付
や
時
間
を
変
え
て
就
業
す

る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
担
当
し
ま
す
。

そ
の
他
の
依
頼
な
ど
、
詳
し
く
は
事

務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

十
二
月
分
作
業
日
報
の
提
出
は

お
早
め
に
‼ 

令
和
五
年
も
あ
と
ひ
と
月
を
切
り
ま

し
た
。
事
務
局
の
業
務
は
二
十
八
日
㈭

ま
で
と
な
り
、
年
明
け
は
四
日
㈭
か
ら

の
業
務
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、
二
十

八
日
ま
で
に
作
業
報
告
書
（
日
報
）
を
持

参
で
き
な
い
場
合
は
、
年
明
け
三
日
ま

で
に
セ
ン
タ
ー
の
郵
便
受
け
に
入
れ
て

い
た
だ
く
か
、
四
日
に
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

確
定
申
告
予
約
制
に
つ
い
て 

今
回
「
配
分
金
支
払
証
明
書
」
を
同
封

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
確
定
申
告
の
際

必
要
と
な
る
書
類
で
す
。
同
じ
く
同
封

し
ま
し
た
「
配
分
金
等
の
確
定
申
告
に

つ
い
て
」
で
申
告
に
つ
い
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

な
お
、
岩
倉
市
役
所
庁
舎
の
申
告
会

場
は
事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
。
市
庁

舎
で
申
告
さ
れ
る
方
は
事
前
の
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
広
報
一
月
号

ま
た
は
税
務
課
（
電
話
三
八―

五
八
〇

六
）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
ま
だ
ま
だ
募
集
中
‼ 

現
在
、
人
力
除
草
（
草
取

り
）
を
す
る
会
員
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
仕
事

の
依
頼
を
受
け
き
れ
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
、
お
手
す
き
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
中

で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

機
械
除
草(

草
刈)

講
習
会 

機
械
除
草
講
習
会
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。 

機
械
除
草
に
携
わ
っ
て
み
た
い
方
、

興
味
の
あ
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
日
程
等
を
調
整
し
ま

す
。 皆

さ
ん
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 
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四
方
山
ば
な
し 

 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
紙
面
に
空
き
が

で
き
た
の
で
、
穴
埋
め
記
事
と
し
て
書

い
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
読
ん
で
い
い
の

は
暇
な
人
だ
け
で
す
。
で
は
、
こ
れ
を

読
ん
で
い
る
あ
な
た
は
暇
な
人
？
こ
の

先
、
本
当
に
読
む
の
？
読
ん
で
し
ま
っ

て
か
ら
「
時
間
を
無
駄
に
し
た
」
と
、

言
わ
な
い
よ
う
に
。 

暑
い
夏
で
し
た
！ 

今
年
は
「
と
っ
て
も
あ
つ
～
い
‼
」

夏
で
し
た
ね
。
八
月
号
の
編
集
後
記
で

そ
う
書
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
十
一
月

に
な
っ
て
も
真
夏
日
を
記
録
！
ま
だ
ま

だ
暑
か
っ
た
。
と
っ
て
も
稀
な
記
録
だ

っ
た
よ
う
で
す
。 

そ
の
せ
い
か
、
私
の
家
庭
菜
園
の
薩

摩
芋
は
、
今
年
、
と
て
も
不
出
来
‼
早

生
の
紅
あ
ず
ま
は
、
掘
っ
て
も
芋
が
な

く
、
根
ば
か
り
が
伸
び
て
い
た
だ
け
で

し
た
。
夏
が
暑
す
ぎ
て
、
雨
も
降
ら
ず
、

芋
を
作
る
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？
鳴
門
金
時
は
、
少
し
は
芋
が
あ

り
ま
し
た
が
、
食
す
る
と
甘
み
が
な
く
、

ス
ジ
っ
ぽ
い
。
隣
の
畑
の
人
も
里
芋
を

掘
っ
た
ら
、
孫
芋
が
全
然
で
き
て
い
な

い
と
嘆
い
て
い
ま
し
た
。
地
上
の
葉
茎

は
大
き
く
育
っ
て
い
る
の
に
で
す
。
新

聞
で
も
今
年
の
米
の
一
等
米
の
割
合
が

極
め
て
低
い
（
不
作
？
）
と
記
事
が
出

て
い
た
よ
う
な
？ 

気
候
変
動
？ 

地
球
史
的
に
は
今
よ
り
暑
い
時
期
が

あ
っ
た
ら
し
い
。
日
本
の
縄
文
時
代
、

今
よ
り
海
水
面
が
高
い
時
期
が
あ
り
、

縄
文
海
進
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
期
が
あ

り
ま
す
。
岩
倉
団
地
の
東
、
小
牧
市
の

小
木
に
あ
る
坂
は
、
海
食
崖
、
海
岸
段

丘
と
も
言
わ
れ
、
こ
こ
ま
で
海
が
来
て

い
た
ら
し
い
。
関
東
地
方
の
貝
塚
が
内

陸
に
あ
る
の
も
縄
文
海
進
だ
っ
た
か
ら
。 

地
球
上
の
氷
が
縄
文
海
進
の
時
代
、

す
な
わ
ち
一
万
六
千
年
前
か
ら
六
千
年

前
頃
、
気
温
上
昇
で
溶
け
て
い
た
せ
い

な
の
か
、
地
殻
変
動
で
陸
地
が
沈
ん
で

い
た
せ
い
な
の
か
は
、
は
っ
き
り
と
わ

か
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
変
動
が

急
激
に
起
き
る
の
は
困
っ
た
も
の
で
す
。

気
候
変
動
は
温
暖
化
？
地
殻
変
動
は
地

震
？
い
ず
れ
も
起
き
な
い
よ
う
に
願
い

た
い
も
の
で
す
。 

私
た
ち
も
二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い
、

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
選
択
し
た
り
、

地
震
の
時
の
必
需
品
を
備
え
た
り
、
ど

ち
ら
の
変
動
に
も
対
処
で
き
る
よ
う
心

掛
け
た
い
も
の
で
す
。 

 

安 全 標 語 
 

これぐらいと  

 思う気持ちが 事故を生む 


